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　僕の友人Ｗ氏は、長い間機械関係のエンジニアをしてきたが、近々定年を迎えることとなった。
若いときから、機械に囲まれているのが大好きで、職場でも事務所にいるより現場にいることの
方が多い。現場のエンジニアとして生きるというのが彼の持論である。そういう生き方をしてき
た彼であるが、家庭内での評価はちょっと違う。休日でもエンジニア関係の本を眺めたり、得体
の知れない機械を終日いじっているため、奥さんからの評判が良くない。特に近年は、子供が社
会人となって家を出ているので、奥さんの相手がＷ氏のみとなり、何かと対応が厳しくなってきた
と言う。
　家のことは、何もしない。昭和生まれの世代にはよくあることだが、テレビなどから情報を得る
ことの多い奥さんには納得がいかない。奥さんの攻撃が激しくなると、Ｗ氏は「何もしないと言う
が、それはそれで大切な意味があるんだ」「数字の０（ゼロ）を見なさい。何もないという意味だが、
このなにもないゼロのおかげで、数学の世界では格段の進歩が図れたんだ。俺が何もしないとい
うことは、それはそれで意味のあることなんだ」と言っているそうだが、奥さんを納得させるまで
もなく、いつもＷ氏の負けである。
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本誌に関する連絡先：総務部広報室　e-mail:jigyo@jwnet.or.jp

【アンケートへのご協力のお願い】
JWセンターのホームページでは、本誌のPDFファイルを掲載しています。ウェブアンケート
で皆さまからのご意見等をお聞かせください。
URL　http://www.jwnet.or.jp/publish/kikansi/index.html

　新年明けましておめでとうございます。昨年も各方面の方々のご協力を得て本誌を計画どおり発行できた
ことに、あらためて御礼申し上げます。特に、１年間に亘り「コラム」のご執筆を賜った東洋大学副学長北
脇教授、また、「連載講義」、「行政のうごき」、「電子マニフェスト情報」等にご寄稿いただいた方々、「産廃クロー
ズアップ」の取材に対応いただいた事業所関係者の皆様に、誌面を借りて感謝申し上げます。また、本号は
新春号ということで、当センターが平素ご指導、ご協力を賜っている環境省、（公財）産業廃棄物処理事業振
興財団、（公社）全国産業廃棄物連合会から、年頭のご挨拶をいただき、誠にありがとうございました。
　センターは昨年、設立より25年を迎えました。これを一つの節目とし、次なるステージに歩み続けます
ので、今後ともご指導・ご鞭撻の程、よろしくお願い申し上げます。
� （新　井）
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